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平成２８年度東京都商店街パワーアップ基金事業成果報告書（平成２７年度実績）

助成事業に関する成果等について、下記のとおり報告いたします。

記

１　助成年度　　　　　　　　　平成　　　年度
２　事業区分　　　　　　〔　　〕商店街会社等の設立・活性化プロジェクト

（いずれかに○）　　　〔　　〕商店街活性化プロジェクト
３　事業の名称　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
４　助成事業成果報告

①　助成事業年間収益額計算書　・・・・別紙１
②　基準納付額計算書　・・・・・・・・別紙２
③　成果状況実態把握調査表　・・・・・別紙３
④　助成対象資産表　・・・・・・・・・別紙４
⑤　産業財産権等状況　・・・・・・・・別紙５
５　その他添付資料

①
決算報告書

② 確定申告書の写し（別表１～１６を含む）
③
産業財産権の譲渡及び実施権の設定があった場合は契約書等の写し

（注）この報告書等は、助成事業を完了した年度の翌年度の実績から５年間必ず提出してください。
成果状況実態把握調査表

下記の質問について、該当する項目に○をつけてください。

注１：商店街会社等の設立助成事業を受けた方はＱ１からお答えください。

注２：商店街活性化プロジェクト助成事業のみの方はＱ６からお答えください。

Ｑ１　商店街会社等の設立助成事業を受けた方にお尋ねします。

法人設立の効果はありましたか？

１．あった　　２．なかった

Ｑ２　Ｑ１で１と答えた方にお尋ねします。

　　どのような効果がありましたか？

1． 商店街の活性化

2． 商店街の組織力強化・意識向上

3． 独自の財源確保（融資等を含む）

4． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

Ｑ３　Ｑ１で２と答えた方にお尋ねします。

　　なぜ効果がなかったのですか？

1． 法人のメリットを活用できなかった

2． 商店街の協力が得られなかった

3． 財源確保が困難

4． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４　商店街会社等の設立助成事業 のみ 受けた方にお尋ねします。

助成事業申請当初に貴社より提出された事業計画書のとおり、法人設立後にプロジェクトを実施しましたか？
1． 実施した　　２．実施しなかった

Ｑ５　Ｑ４で２と答えた方にお尋ねします。

　　なぜ実施しなかったのですか？

理由：
Ｑ６　商店街活性化プロジェクトの状況についてお尋ねします。

　　活性化プロジェクトの現在の活動状況について記入してください。


Ｑ７　プロジェクトの効果はありましたか？

１．あった　　２．なかった

Ｑ８　Ｑ７で１と答えた方にお尋ねします。

　　どのような効果がありましたか？

1． 商店街の来街者増加・売上増加

2． 商店街の組織力強化・加盟店増加
3． 自社の収益増加

4． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　※具体的成果を記入してください。


Ｑ９　Ｑ７で２と答えた方にお尋ねします。

　　なぜ効果がなかったのですか？

1． プロジェクトの内容がそぐわなかった

2． 商店街の協力が得られなかった

3． 商店街の環境悪化（来街者の減少、会員・店舗数の減少等）

4． 財源確保が困難

5． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

Ｑ10　商店街活性化プロジェクトの今後の展開について記入してください。


Ｑ11　助成事業に対するご意見をお聞かせください。

ご協力ありがとうございました。
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